
「令和４年度第1回ちば千産技術・新技術発表会」

立体視覚による分離方法

「平面画像の立体認識技術・製品による違法駐停車等交通対策」

令和４年５月２５日
場所：千葉市文化センターアートホール

知的財産権研究開発事業化 株式会社 一心助け

代表取締役 鈴木英雄 取締役 鈴木博英



代表取締役
昭和４２年 東京都立工業高等専門学校機械工学科卒業（上位成績優秀者）
昭和４９年１月～
実父急死、遺言により弱冠２７歳１カ月で代表となるもオイルショックに
より半年間受注・売上なし新規技術・製品開発・新規取引先開拓により、
苦境を乗り越える
異型接点・マイクロモーター用接点９５％の市場占有率 自動車・家電

・腕時計その他電気部品を開発・受注利益増大。 多層複合接点開発・特
許出願・一部上場企業との取引開始
昭和６３年４月～ 会社を実弟２人に無償譲渡し代表取締役退任＆退社。
他企業５年の勤務後、公的機関で６ヶ月間電気・電子制御技術・経営管理
・経理・総務・労務などを半年間研鑽する
2000年７月学習支援＆知的財産権研究開発事業化を千葉県流山市に開設。

長男鈴木博英、副代表として参画。
2006年4月知的財産権研究開発事業化に特化、千葉県柏市に拠点を移す。
2014年4月14日 株式会社 一心助け（資本金300万円）組織変更
取締役 鈴木博英
職歴等 １９７３年４月２４日 埼玉県八潮市生まれ
埼玉県八潮市立第２小学校～私立海城中学校～同高等学校～某薬科大学

トップ入学 ～自主的判断により２年で中退。数社社会経験として勤務後、
副代表として参画。
一心助け開発技術・製品及び出展・受賞・特許等 多数



受賞等履歴

関東地方発明表彰発明奨励賞

みたかビジネスプランコンテスト 特別賞

三鷹地下駐輪場これまで実物ポール設置

違法駐輪が絶えない

立体認識ポール平面画像貼付

違法駐輪激減

平成28年度埼玉県新製品・新技術マッチング事業（応募者）採択

現在、越谷しらこばと公園出入り口道路にて実証実験中

これまで道路中央走行車両や違法駐停車車両により通行に支障

左側相互通行励行と違法駐停車が激減。



国内外内の交通事故多発をより安全・安心なものにするために考え出しました。
通行区分帯・レジ等の順番整列帯やゾーンを平面画像でありながら、あたかも立体物がある
かのように見せ、走行中の通行区分帯から他の区分帯に侵入させにくくさせ、事故を激減させ
る方法及び製品です。
誤って他の通行帯・ゾーンに侵入したとしても、従来のように構造物にぶつかることが無く、怪
我や物損事故もなく、荷降ろしでの一時駐車も可能であり、商店街への影響も少ない。
構造物でないため交差点上に設置することにより、自動車と自転車・歩行者等の巻き込み事
故も大幅に防ぐことが出来る。

国内外の経済活性化をはかるために考え出しました。
国際マラソンをはじめ、各種スポーツ大会・遊園地・動植物美術館・その他におけるレジ等の
順番整列帯やゾーンに関連する平面画像やスポンサーの平面画像を立体認識させる方法及
び製品を使うことで観客動員、広告効果、経済波及、雇用増大が計れます。
企業製品を立体視させることで、テレビ中継や観客に従来の広告に比べ格段の費用低下と効
果増大が計れる。

世界中の行政、観光、産業、名産品、その他を世界に発信するために考えた。
サッカー広告のテレビ画像による立体認識技術と違い、観客にも目視で立体認識でき、設備
や費用も大幅に激減し、室内や小規模施設にも応用ができ、任意の画像や文字により表現で
き、個人的な当該サービスを利用（購入）することができる。
製品立体視により視聴率効果と製品認知効果及び立体視製品を使う事で大会費用・選手援
助に貢献する。
これまで上記関連競合他社より、上記記載の理由等により優位にビジネスを展開する。
本事業プランの実行で、数年後にはだれもが理解できるほど莫大な売上高、利益を目標。



通行区分帯・順番整列帯やゾーンを

あたかも立体物があるかのように見せ

走行中の通行区分帯から他の通行区分帯に

侵入しにくくさせる

安全・安心な分離方法。



特産物・企業製品・新幹線等の平面画像を

飛び出しているかのごとく立体認識させ

道路・歩道・横断歩道前・商店街に貼付・設置

マラソン大会・イベントなどに活用

交通安全と企業・特産物ＰＲで地域活性化



誤って他の通行帯・ゾーンに侵入

構造物にぶつからない

怪我や物損事故ない

荷降ろしでの一時停車も可能

商店街への影響も少ない。



構造物でない：交差点上に設置

巻き込み事故も大幅に減少

放置自転車・違法駐車・駐輪対策

劇場・店舗・駅・イベント会場等

レジなどの順番整列広告活用



実物ポール ポール平面画像
置くだけ

点字ブロックに貼付
実物

テープ

タイル上に置く

コンクリートに貼付

なんでも
ござれ！



試験的設置事例-6（実証実験含む）
立体図形道路上に臨時設置

写真を撮りすぐ剝そうとした→車が来た→みな避けて通った→その模様



平成２８年埼玉県新製品・新技術マッチング事業採択
越谷しらこばと公園車両出入り道路設置

立体視平面ポール画像 立体視（左に寄る） スムーズな相互通行

設置前：違法駐車・中央走行→設置後：違法駐車・中央走行激減

交通対策平面画像の立体視例（無限に近い）



競合の状況
土木関連：道路白線・虎平面テープ・立体ポール・ブロック立体認識図形
広告関連：平面広告・テレビによる３Ｄ映像

事業の優位性
価格・設備費が安価、費用対効果が高い、応用範囲が広い、世界に発信。
道路・駐車場など土木関連：従来の実物と比較して優位な価格設定。
従来品は実物と設置費用及び専門業者が施工に対し、当製品はただ道路
等に貼るだけで誰もが簡単に施工でき、実物の費用で施工できる。

例：マラソン大会で1枚1000円の立体視企業シールを10ｍご
と沿道に貼ると、4200枚×1000円＝4200000円×スポン数+

放映料その他。

• 東京オリンピック・パラリンピックの目標総額1500億円以
上・・主な権利：大会マーク使用、大会会場によるプロモーショ
ン、関連映像・写真等の使用 （自動車・ビール・果実・農産物・
菓子・銀行・石油・アパレルその他スポンサー）



従来工法例 （リアル感・立体感が少ない）

本技術例（リアル感・立体感効果大）



スポーツイベント等での利用


